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タイトル 官民が連携したさいたま新都心及び周辺地区の整備 

所属・名前 さいたま市 

土屋 愛自 

キーワード ① 防災拠点   ②  長距離バスターミナル  ③ 官民連携事業 

さいたま新都心地区は、平成１２年のまちびらきから１６年が経過した。計画時点において中

枢中核施設群と位置づけされ土地利用計画が二転三転した８－１A 街区については、医療拠

点施設として本年度完成を目途に工事が進められている。一方、新都心に隣接する約 15.2ha

の三菱マテリアル研究所跡地の土地利用については、新都心の拠点性を一層強化するた

め、官民が連携した協議会を設置し、交通機能、防災機能を兼ね備えた新たな開発に着手し

ている。本稿では、さいたま新都心地区で進められてきたまちづくりを総括するとともに隣接地

で進捗している拠点開発の概要について紹介するものである。 

 

 

 

 


